
    

 

 

再評価が終了した医薬品の効能・効果、用法・用量等（参考） 

（再評価が終了した医療用医薬品の取扱いについて（昭和 62年７月 11

日薬発第 592 号の薬務局長通知）の別記１の１に該当する医薬品） 
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１．リゾチーム塩酸塩を有効成分として含有する単味剤（軟膏剤、貼付剤及び点眼

剤を除く。） 

一 般 名 

（有効成分名） 

リゾチーム塩酸塩 

投 与 法 経口 

 承 認 内 容 

効能・効果 痰の切れが悪く、喀出回数の多い下記疾患の喀痰喀出困難 

気管支炎、気管支喘息、気管支拡張症 

用法・用量 ＜錠剤・カプセル剤・顆粒剤・細粒剤＞ 

通常、成人は 1 日リゾチーム塩酸塩として、60～270mg（力価）を 3

回に分けて経口投与する。 

本剤の体内での作用機序はなお解明されない点も多く、また、用量・

効果の関係も必ずしも明らかにされていない。したがって漫然と投

与すべきではない。 

＜0.5%シロップ剤＞ 

通常、下記の 1日量を 3回に分けて経口投与する。 

2 歳未満：3～6mL（リゾチーム塩酸塩として 15～30mg（力価）） 

2～6 歳：6～8mL（リゾチーム塩酸塩として 30～40mg（力価）） 

7～14 歳：8～12mL（リゾチーム塩酸塩として 40～60mg（力価）） 

なお、症状により適宜増減する。 

本剤の体内での作用機序はなお解明されない点も多く、また、用量・

効果の関係も必ずしも明らかにされていない。したがって漫然と投

与すべきではない。 

＜1%シロップ剤＞ 

通常、下記の 1日量を 3回に分けて経口投与する。 

2 歳未満：1.5～3mL（リゾチーム塩酸塩として 15～30mg（力価）） 

2～6 歳：3～4mL（リゾチーム塩酸塩として 30～40mg（力価）） 

7～14 歳：4～6mL（リゾチーム塩酸塩として 40～60mg（力価）） 

なお、症状により適宜増減する。 

本剤の体内での作用機序はなお解明されない点も多く、また、用量・

効果の関係も必ずしも明らかにされていない。したがって漫然と投

与すべきではない。 

評価判定：提出された資料から有用性が認められなかった。 
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２．プロナーゼを有効成分として含有する単味剤（散剤を除く。） 

一 般 名 

（有効成分名） 

プロナーゼ 

投 与 法 経口 

 承 認 内 容 

効能・効果 次の疾患、症状の腫脹の緩解 

手術後及び外傷後 

慢性副鼻腔炎 

痰の切れが悪く、喀出回数の多い下記疾患の喀痰喀出困難 

気管支炎、気管支喘息、肺結核 

用法・用量 ＜エンピナース・Pカプセル 9000＞ 

通常、成人 1日 27,000～54,000 単位を 3回に分けて経口投与する。 

本剤の体内での作用機序はなお解明されない点も多く、また、用量・

効果の関係も必ずしも明らかにされていない。従って漫然と投与す

べきでない。 

＜エンピナース・P錠 18000＞ 

通常、成人 1日 3錠を 3回に分けて経口投与する。 

なお、プロナーゼとしての用法及び用量は「通常、成人 1 日 27,000

～54,000 単位を 3回に分けて経口投与する」である。 

本剤の体内での作用機序はなお解明されない点も多く、また、用量・

効果の関係も必ずしも明らかにされていない。従って漫然と投与す

べきでない。 

評価判定：提出された資料から有用性が認められなかった。 
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